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適正配置検討会議関係   

学校名・校章・校歌・標準服等に関するアンケートにかかる検討 

 

 

学校適正配置検討会議でのこれまでの説明事項等 

〇 学校名、校章、校歌、標準服等について、「統合後の学校名は木川小学校とする」、「統合後、木川小

学校の標準服に統一する」といった考え方を決定事項とはしておりません。 

〇学校名、校章、校歌、標準服・学用品等については、最短令和 10 年 4 月予定の統合実施時点では、一

つの案に決定している必要があります。仮に変更を行うのであれば、遅くとも令和８年 2 月頃に開催予

定の第 7 回検討会議の時点までの約２年間のうちには最終的な方向性を決める必要があります。 

〇学校名、校章、校歌、標準服を決める際の選択肢としては、大きく次のとおりだと考えております。 

 ①木川小学校に統合するので、現行の木川小学校で用いられている学校名や校章、校歌、標準服等を

そのまま用いる。 

 ②新たな学校名や校章、校歌、標準服等を作成する。（一部のみの場合もあり。） 

 ③標準服については、「指定なし（服装自由）」とする。 

〇その際、この適正配置検討会議は、再編整備計画の具体化に向けて、ご意見をいただく場であり、審

議・採決を行う場ではありませんので、多数決はとりません。全体でご議論いただいたうえ、ご意見の方

向性が定まった場合は、そのご意見を基に区役所や教育委員会事務局で検討し決定します。 

 

 

学校適正配置検討会議での各委員からの主な意見聴取経過 

〇第１回会議（令和 5 年 3 月 23 日） 

・学校適正配置検討会議は、統合後の木川小学校の学校名や校章、校歌、標準服などについて、意見聴

取する場であるとの確認。 

〇第２回会議（令和 5 年 9 月 6 日） 

・標準服のデザイン等を変更する場合、統合年度の児童が購入する際の経費に対する予算措置される予

定との確認。 

・統合後の木川小学校の学校名や校章、校歌、標準服などについては、地域の方や保護者の方からの

関心が非常に高い部分であるため、ある程度の日程が必要。別の部会等で意見聴取する必要もある

のでないかとのご意見。 

〇第３回会議（令和 6 年 3 月 1 日） 

・統合後の木川小学校の学校名や校章、校歌、標準服などについては、「現行の木川小学校のものから

変更するかどうか」の方針を、３校の児童の保護者や地域住民にアンケートを取って、意見を参考する

か多数決にしてはどうか。根拠となる数値がある方が、方針を決めやすく納得しやすいのではないかと

のご意見。 
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〇第４回会議（令和 6 年 9 月 10 日） 

・校歌等が変わるイメージがなかったが３校で話をしていく必要があると感じている。 

・制服等に関しては、現役の保護者の関心の高い部分であるため、意見を募ってみても良いのではない

か。 

・標準服等については、保護者の意見を聞く機会があってもいいとは思うが、各校区とも保護者の代表

（PTA 役員等）が検討会議の委員になっているので、委員を通して、保護者の意見を集約していく方法

もあると思う。アンケートを実施する場合は、アンケート内容や実施の仕方等を、十分に検討する必要

があり、慎重な取り扱いが必要と考える。（会議後に寄せられたご意見） 

・過去に木川と木川南は木川小学校であった経緯があるが、西中島はそういった経緯がないので、新しく

校名を考えるかどうかの意見を聞いても良いのではないか。 

・学校名、校章、校歌について、検討会議の意見を踏まえ、区役所や教育委員会から一定の方向性を示

した方がいいのではないか。学校名と校歌については、現在の木川小学校のものでいいと思う。「木川」

は地名を表す言葉であり、校歌にも 3 校の自然環境等が含まれている。（会議後に寄せられたご意見） 

 

 

大阪市でのこれまでの事例（教育委員会事務局学事課適正配置担当） 

これまでの学校配置の適正化において、学校名等を変更するかどうか自体を問うアンケートを行った事

例は見当たりませんでした。 

 

 

アンケートを実施した際に想定される影響等 

・「学校名等を変更する」方針自体をアンケートで決めるということについて、大阪市での事例が見当たら

ないため、アンケート実施に伴う影響の想定が必要です。 

・アンケート対象者の設定を検討する必要があります。 

・各校区の在籍比率から偏った結果となる可能性があります。 

・アンケート結果が拮抗する場合があります。 

・アンケート実施にかかる準備・調整や、集計後の対応検討については、期間を要すると考えられます。

（必要に応じて会議の回数増が必要） 

 

 

大阪市のこれまでの検討手法の事例 

・大阪市のこれまでの検討手法の事例は、別紙 8-1「学校名案の検討手法」のとおり。学校名等の変更に

ついては、どの手法で進めていくかの検討が必要です。 

・学校名等の変更にともなうスケジュールについては、別紙 8-2「学校名等の検討 長期スケジュール

（案）」のとおりです。 
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参考１ 他区での検討例（当区と同様の「区分対象校」が「隣接する学校」に統合した事例等） 

 

区名 

（統合年） 
対象校 学校名 校章 校歌 標準服 備考 

西淀川区 

（R2） 

佃西小 

※佃南小 

佃西小 佃 西 小 の

校 章 を 使

用 

佃西小の校

歌を使用 

両校の仕様が同じ

だったため、佃南

小児童に対して帽

子とワッペンの付

け替え 

佃南小は、佃西小から

分離した経過があるこ

とをふまえ、統合協議

会において校名等を

変えない旨で合意。 

東淀川区 

（H28） 

※西淡路小 

※淡路小 

 

西 淡 路 小
※ 校 舎 は 淡

路小を使用 

西 淡 路 小

の 校 章 を

使用 

新しく作成 ・標準服がない学

校に合わせて廃止 

・帽子は新しく作成 

・元々、西淡路小から

淡路小に分離した経

過有り 

・小中一貫校の愛称

（須賀の森学園）は、

児童生徒へのアンケ

ートで決定。 

平野区 

（H28） 

※長吉東小 

※長吉六反小 

長吉東小 長 吉 東 小

の 校 章 を

使用 

新しく作成 校章の付け替えの

み（両校のデザイ

ン が 似 て い た た

め、そのまま使用） 

 

大正区 

（H27） 

※鶴町小 

※鶴浜小 

鶴町小 鶴 町 小 の

校 章 を 使

用 

鶴浜小の校

歌使用し、校

名部分 を鶴

町小に変更 

新しく作成 校名案について、保護

者アンケートを実施。 

※は適正配置対象校 

 

 

参考２ 木川小学校の沿革 

 

昭和 

11.10.1 

大阪市木川尋常小学校として木川町に創設、10 学級として開校 

14.4.1 大阪市木川小学校と改称 

16.4.1 大阪市木川国民学校と改称 

17.11.2 野中校創設のため児童 150 名を同校に分離 

22.4.1 大阪市立木川小学校と改称 

34.4.8 分校開設 

35.4.1 分校独立、木川南校創設のため児童 383 名を同校に分離 

57.4.1 宮原校創設のため児童 353 名を同校に分離 

 


